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（日本風JJ狙いレ㌣でくと炉軒こ対は藍子の健、賀したのがたくよ

い）からて1ある。 一一で＝ガ、ク自／ギ虹かくが1森し）ヒレの意味，ヒ

ルギ破壊木の景癖、て‘果矢が凍馬し‾‖よえるか4日ごろう。 列に幼

線の彬だヒルにたとえて軽水と㌻う乳もある． 接上ノ東帯斬
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（2〕

大　野　ヰ　天

先日オリ工ノえグーレー70の08のK吉と丁名（果し東和二． 塩草中）が東芝．一

夜足日出諭しに定と疎いとた。持l二丁者は3年題尺りの帰郷で感疲一入左面満ちで

あったが．二大夫々濱口伺骨に奄考の匂範と凍美してLlた。 六郎あの汚dH二姿見

足賓芝柊敬する河り1．ひ8＼らひ、た八積に骨度し′瑚工奄美のノ何と条項らレい落

ヒ堂の色．又滴るばかりの山の縁、人情のゆた‘かさ．衷マ‥一一一。

僻地に生れた扁仕度皆や艶載ヒダ年の頃から飲倒と】粗丸抜ければ註ら百い宕命

を右わされているか＼も知れないが玖薗渡橋aLl天恵の官器、笑を与えられていも

とも言えるだろう。

只野ろうに放た藩偲縫物命頬の糎載′丸大名家教攻の虚飾党生が来島三刺． 種

々九番畳の包恵の超朴や．奄夷の百草の尿最と毯屈して下三ったことは，感薗凄

いがノ雨露こ二人の富貴こ許せて，再々はいま奄夷の官熱と函癒乾すヾさときでは

だし）かと毛う。

タ年前まどはうっそうたるジャンクJレとでも形容したろ＼フたノ＼津野屈辱蕗もす

でにその方もかがと留めぬまでに珂リ尽｛これつ㌧あ∂し・叉会島至るところで

立渚の臆課、顔修．河川工季′その健穣々の増徴工学が行虻わイ（白々ブ㍑／ト一群

か、唸り、デ、ン70が走って，郡上jノその線網を教えフ）．あり∴監獄珂軽′最唐風輿

のろに薗I二番清でlあるか、一画二わ三かていくす乳と変るとき寒い知れ患臥レ

ここ超す頂ここぐある。

菜々仕官鑑と東レ． そして敢患するケテデとしてもっともっと軽実の珂乳の爽

厳に占＼1（．こ打と絶息し，猟東レ． 監銀し．摘草レておく千二めの野方と放漫につ

＼いけ広げ1【ばなら古いことむ抵軒すべきて’あろう。

二二／早とβ＼九りみて．泉集会に蛙八八と壊し頼る且l二部貴も嗜柑したものの

日々の痛勤と足ると集まる人最もか広く．テーマにも乏しく，もうノ歩もZ密も

前渡し江けれぼむら互いこと社風翁する。

文化終におけ橋勤は年々讃賂此レてLlあか，婿に本年の画患部法度j目許牢の

訂夜会と催し格疎だった二とは碑肇三水よう。

嘗占蹄のアイアンヤマ、リヅノ，慮同のアマミセイン方も画も丘くj圧ころ′封二、ろ

う。
．
厳．し）て紺人望も元気丘一客と鼠仕ることに、ろう。

井々に礪鞠意プラ7、、貴慮あるグラフ、、として前塵しよう

く堵和すβ年3日ノ夕日）



真珠胴着1鮭

00000000

二・年ノ＼凰

生野噸音声草子恭∴粟

革成子． 鹿田礼子

！
鷹美大あてl真珠の長銀とやっているところは三ノア角ノ上キ検札濱ア内軒冶斗カ＼

患，蟄都府。 私旦放る顔から領も虹Li竜郷紺のあγ二九の暮麓． 壕と紆ぬてみました。

午前／β再現略毯叔あ行三に乗り． る承⑫餌盛に臆く娘の色と五号に泉定か、らバ

八は五台。 ノ2締2β会前． 大崎の乳1二項玖養姐喝の亨鉢昨前で牒巨月と。 入定や

慕い草創軋ま級も嗣8＼ぐ最も風した時折のよう丁二。 承J皇鮮昔風査し仁ニヒヒまとめ

てみよう。

／．一冬貝

l＝「駐兵の枚頬につLIて

アユヤ項瀬戸拇耶袖耳Jl＼缶は春美八島産I‾まぺ喫」と研蚤韓。

（2）各耳の竜姐について

り、凍街頭感の京仲・

日渡寿瑛郵ま「たわ」（捲遁有馬つか、農畜にあること。

ロ）裏年篠東I二組毘するここ。

ハ）附蛙に産珂する各項がいるニと

こ）「たね」か、集まりやすい布の顔月日ドあるエビ。

2）風車碁の才丈入府期

。 凍点者と殺人する時期はけ萄直前の「たね」肝多く出度しだとヱ

○貫乾にあLっ1珪意オヾミニと。

イ！ 楓亀は一番イ与と愛東にレ′万一の悟合と為えて二巻格の朕葛も行な

う。

ロJ水域の後南予報と琴力上する。

予報の臣しり萄合はr氷迫観劇だし′そのうえで大麻席鋤と一束日舞

とする。
1
3）． 駄患者の樫項

◇朕面容の材料として址． 妄こし（杉衆化銀、画地，パーーム魂経′項数等

料侠用三1「ていふ。 ま仁和料Iニューつて何者教や，灯着後の環長斉に夏が

謁あら氷る。

サ）嫁葛者の室下課友



（率）

◇アゴヤ項の「丁こね」は一姫に或屠（J′㌃ノレ之，ケ札自二争く命筍してLlる。

㌻）勝萄番の歌風時期

ノ○奄美欠食庄9日の琶艶味要地で宅軋期までに風紋すべ・き。

の権現の瑠甘言

0軽視笥戒にあたって且′まず計的に免じた椎貝と獲ぶここ。

二晩

上． 形塔の原理

／グβ7年へ！ ？ βお年川桁責呵十年～幅！ 十一等）に蔓って、見滴巨臥

平・面Il‖鼓竜りこよって号年で勅現行の撮理が格闘と4日二。

すどわら． 井読礫上皮瑚亀と夜とともに買体自こ移祖すれば凄味礎と酪

訂して貴環境と外秘し－凄味か・酵項きれるとし）うことて’ある。

且． 形成と邦書疎の璃∴絶

叫車膿の夜）ヨピして故いろLjろあるが、空の一つとレて底項轍￥つくる二

rr． ある。

項数は外賓膜から命潮目つ‖こ有興部や穀威力iレンJウムl＼らT． きてし－るか、

’当の根吊‖ざま寸当日躁項の薄い属か形成． こしの上に酎主席ノミの二号の上

に凄味属か・で． きてくる。 二′仕らの外放物は対告鴫の疎放に＿捧して日か則（外

泰膿の外側）の上玖珂促寸、うみ破． 日日二tとの千月じ上境網腔ていも賓厳の環対

刺（府側）の上収錮腔カ＼ら舟艇、上月btし

尿上のよう庄外衣賊の性頃ヒ朝雨して，鼻の体、鳳に銃と外食朕の小津￥． 幡

大して項殊、か、つくら八る。

貫私産形戒の硬式困

・　二
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甘．種頬

；）真珠層毒味（Nacr（：0し人SlayQ「paar日

東球磨カ、ら在り． 美LLl真珠党派ともつ頭株で，ビング「シりレぺ－． 7㌧い

イエロ一dどの夏色とし． 商品伝値か． ある。

；日挿接尾凛殊（Pris川dtiC‖りす上梓射力

男穀穆柱層からもl「光沢に′ミごく衝上空両局簡値は古い。

iiり▼有横筋哀痛硬直局長珠・PariosLILdca！ 匹ar日

収す、Lも敢夜頃わ＼らできているビJま隈らデ． 笥痘靖が、混フて日るものうしあ

るク奈眉目空庄しル窯ノ碑色の貞嫁ぐ． 商品価値法定Lr，

の確膚薬味用律0待卜dCAIpeAト白

日色石透明正長珠で． 貝柱から親展これ烏もので． 泰盛項東門Jまだ威儀

三れてし）丘＝。

∨）頒合点玖（混各兵家・CoてIIpouつ＼J七d月）

r）かろiiH3での長味かこつ尿上鑑みあわされてできた長珠である。

訂品質

の天皇こ蛙挿巌の肢の原歓の六三三によって一応決ってしまう。

◎形で問腰に丘るモズ． シミ註どにつし）て痔∴主として項の生吸拭鑑． 裸

入射の放置． 歴鷹ムどに昭腹すると老えらj上手術や項・力醇笹放傍白こよる

ところが六三日。

③照り巴． 置きは瑛壕の農作と結びつけてるえられる。

上養生の養生の意味

勇は庸根号稀のために老婦レ． 定率が争く茸リ、また子府直線に晩接す

るものがタ自二とβ、ら敢行良は解放すぐに神谷の養生譲痛に沖出色針藍

け期成ではあるが、亨術埼址くの風貌の静かな頒盾に収吊りして． 尊醇に

してあく方法が湧農工札． 一服に行庄わ来るようになった。

二の作東過程と，「養生」と小「儲黍」と埠は、訳ている。 二の耕

一菜は経験的に組めら訳． 解放の艦頭の作東として行もわ来ている。

2．着生硬格の表枠

章節埼腫くの＝わゆる星夜漁周であり！ とくに漁靖の東件ピして裏表き

れるものは正目が一束次のよう庄事項か上げ重ナりh

O且硬の静かぼ所‾

㊤九番が2診Jcになら任し一二ビ・・一・㌢尿上0「以下？



の

③凄軍か－悪くないところ

㊨水、泉か課目ところ・

⑤出水による亀比重のノじ藍の広いところ

①弟歓が少抜目ところ

3着生燭． 噺

令までに敢為の師粗肴によって耳からカ（たが． 1の養生には革む璃問と

動産すわ天真は止すLも申しものでなく′次のような耳遠か周、－ウ才tlL）

・さ。

の寺鋸の折り口が定会J二癒屠するまでの潮間．

◎丘珠袋の上反捌蛇の酌浩と分総務ヒ吐露壕庄園像かあるので． 選鉱蕪の

形成三訳るまでの期成・

◎頃の肩か（紆亀体の消長空の佗）

Ⅴ硬鋼㍉貝¢）琶つ理

の虐比重

展珠泰放漫牒恵碓形約億樺から議凍吊ヒ肇の変化と受けやすい樗珂∵rあリ

とく工売上げ規動よ礁埠の任槍として多少、凰外の低し噸句の凍増が渡は．

れものて、他比季題水にブいてd黍組項の嘗壷上． 酌こ主意絆艦頂て－あ

わ。

アコマ頁の凰射二村守る題庖腫仕叱一枚留男二巌属が風Ljか、もっとも過し

た速水虹里庄／、IZ」ク／〉／、∂Zr鑑である。

なあ正賓どの爾後について韓に為轟Ll打かねぼならめことにア二fヤ

眉の硬患森水の虹車に対守るいわゆる「創価」という二ヒである。

⑦卑生諷

アコヤ項の疎外鉄に葛生する寄生蜜にして嘘． セ肘かリセcc細伊Hの

’が細られてLl令。 だJレガリヤ止捲育埼竜ととる項虫類のげっである。 庫の

ノ後部に佃痛ガに霞む尾那とそなえてしる。

預の苛里孝吐言勘銅か研封除け訂ノク／㌧之βうり監牒「r￥の直火辻本教か

ら区別することは鼓しし）か・葛藤訪日こおける、セルカlアの威無期二放頃政

商の埼片武史鑑の伸びの患い． いわゆる「ぼうず攻」の型になっているも

のか多し）び対東としてば，見鹿玖本的荘司貫度暮し－が、養凍瘡に於いては

衷LJ珂不網であったセノレカリアの生着実がわカ＼リ、争橙の見施しか梓蹄lこ

l∴ノ、，‘． ・ご



しJl

以上か着々の嗣べた盛栄である。 前に逓＼、J二奄夷象の「まぺ∵疎」については

五「最速／フ′～／丁の′。 ）が半外しか、できすtネ十九と礪乾中だそうです。 もし

号の萌葱か壌功すれば掛値江風味かできるとの本格Lで・した。

渡足，打水の壌味の＿輸出鼠放東軋吹瑚蹟喝で卑画ノダβ撮円以上も薦リ上げ’

ています。

天寿でもみから珪温代患者として大いに鼻息していく華でしよう。

・ネー香料慮味ノ、ンドア、ソグ

捲



（g）

衷　茶　峠　の　春

二卓立級

当　町∴葡・痙
固持二十五日，債杖モ子守t揮えて． －大患泉山の中′＼入って縛った． べ入ヒ

繰りて8＼ら楓壇と通り． さらに嵐山若だ歩いて． 目吋地まで豊するのに′晴間旛

リ葛＼み、っ仁。紡五泉速の久萩と鰯いり「∴－冶して′】、鳥巴廊眉目巨ヾくやっ、て末た俣

仕．土癌と白鷹のこ口碑と風し1、－河も廊え包事が出来もかった。 聾する1二ノ

凍故山、尊ヤ匂薮と展くび・りすきて＝上のだ。 目的地につし〉たの慮． 上鷹日も暴れ

ようこする六時項でした。 顔仕草六三の正風にリュ・ソプと置くと眞ぐさまとヰ苧

芝舞ってかけだしました。 淳醇いり、頚と過って戒撮これ仁尾均にやってきました。

昼欄かろ生日東っrこ粉々打かリー鬼っめて日払錬圧，此の時超虜て毅わ新た気分、に

なりました。 広し璃糸癌には褒藤の風が軋着て＝ます。 又． 各の日貴官接しむノ】＼

、毎度によっ1親やかに承カヾ奏u二着十日ます。
横蛙耳軸でカ＼島豊の解りと鳴き古か、

ら、鳥丸ゆく篠山の各社酸め‾1Llました。 Jレリガ十人や7汀でう． キノバト． サ

ンンつウブイ． 人ソロ． シソュウかlヲ寺か・癖と壊し1蚤んに鹿び衷う線度甘泉吋

でありました。 軌二温くの山で一晩とけたたまLL自許せ」二て‘し括れ八色たたく

7万㌢ラの凄吐1哀れて∵しありました。 盤に衣、の日より良縁ろ三賞ILL。 併収

とは、ヒ圧、ヒd＼星に決っ1紆里まLrこ。 ラン〆の下で，右じこノLと廉しげⅠに詰りな

か、ら．一打の与の夕鶴と味わし）ました。

首光が照り、ノ丸くろうの埴く山ノ入且の守で，挨オ（齢静夜と斗り良が、ら、やがて

瀬リ1二人っ仁。 明け方に喝リ集まるアカLナ、、メレローヤマがラ尊宅並Llかける

ために乎鑑三としなけ沢は＼なら古い． 凍して銀は」＼鼻のt考tJて葛か、温めた，うす

酔い汀厳のさ． わと、わとむる中でメiンロが嘘． 一二訂しきりに吉日て＝る年債虻司東青

原にけど押しネ打1て封と廊えようとした？ しかレ顧慮なメンロか璃単につけ

られるばすいが－ない，こういう争ピ何及と説く橡少渡し／二がい㌻れも失妹であった。

二朽郁経山話せ彷催して横吐夏冬1二泉nTこ。 すっ乃＼リ落胆Lrこノ侯蛙ノ潮風とぬ

ぺて元気と穀り渡そうと歌め、ト藍に拘った－すると爽玖不乳疎も重き声と臥）

丁こ。ルーナスであっ二lその一番だノ犬上的ガリ鼠に撮め参と快は、一癖・所輯

わ子鹿て上I：成してしまった。 そしてそろそろと感目しエずつ． 接‾里lこ腰ノ鮭を鳩め

！∴登れば一一紋に筆者に竜り尽くす車が出泉なし）獲薮厳は也のて・あった。 謝り小



ら上ってきた瓦牒粍〔周回の掛々ヤ草やJレリガ二「人の体に吠つ「∴㍉五言角と寺トげ仁

ルり差「77しぼ一局荘厳であった。 定訳のある日いくちばし． つやつrした嗜癖色

の要J豊す引二lレリガデスは帝国の島にJi＼ニわレかった∴でき塞ぼ何牒潤は二の

坂東の爵ビ見ていたかった。 しカ＼レルリカナ大庄奇妙圧力＼っニラぎしている康と

見てあわてて延び、ニった。 ノ立ちあがってノ炊蛙！ レり打ナスの鹿大で行く牽とくLj

＝る軌に乾溜た9号れ吐息くサム泉ても寮にすぼ、らしかったJ燃え・古は、かりに輝

く紺々の線こ．
癖芝ちぎって呆け、た夜＆毅豆の套宅∴三宅てしぼく夜く帝劇の育生

ヒ一掃思潮かレリガケ人の色と吐よく訝如き打て＝た。 すっかり走冤と叔リ1度レ

て横江八度に走ってし）った。 カ、蜃’の車で・山野のおじさん厘かJレljか丁六、の事につ

いて諮ってし）らしやった。 よそから来た山男のおじきんは、昨日もルリガデスヒ

三者も巌したとし）う。 恋ろしく頻息なこととなころと怒ったので、盈属しに皮内

邑育った。 しかしこの度肉か・過じ合法がIがl召LJ。 入朝が生き包箆には艇の生き物

はどうしよクと梼わ狂い・ましてや線度の亨乞食しノ荒すルリカナ大は大紋だと百

倍たっJiりにまくしたてた。 虎魚だった。 この人塵には白み革の着るこの山の自

走郊芝察する疋かばいのが、この人駁、ありき訳＼なルリガr人と敦こい再畑ま．

生きてし＝TGLjの力＼。 東研らJ圧と足った、朕は蜃8Jh馬堕の鳴り私囁き苺が実

啓竹の老甘、と釆しんているこの人座れLから卑蘭は∴うらやましく足って＼）た。

利叉な風弁とまざらわそうと僕は一日や野山ヒ艶け巡った。 泉の中二じ1‾っとつこた

す人でいるとメジロがオ足錬亘線与として埴りすきた。 谷時‘こ恵南幻の小鳥ザ争

かった。府にアカ亡でや三見轟放線熱的正せ彩と濁って日た。 三軋亀が凱針）や

空中に辞止して度胸と滞丸々棟は解氷のノ＼ケト当と寒わ世た。 アガヒす、蛙i芝嵐

すよう痙デでよく甘く。 大柳っこLJヤマ刀、、ラやレジェウガ、プは腫く仁寄ってきて

拝しそうに玉をつU庄’んでいた。 サンンヨウブイはヒリリ． とりリと鳴き庄がら商

l】怒れ木の周と住彼して＝た。 す灯しっ二・三と日立っ白さ江ノ・虹よりが’たし1希貫

三年・凰い帰農の山々監姫健三ヒた． こうして横は定う盾か嵐山の経と壊客と

整け回った単軌し）よいよこの批疎放と別れと告げ広げれば正ら訂い時が・未た．

正座のおじヱ九度に燈抑二あ、ノLE言って下山の壇につし）たけ蚤疎から苑に帝蜜が

討てしとしとと浪雨が埼リ噛めた。 足も廟も泉UでLJる。 下山の壇についてしげ－

らくすると奇妙庄鳴き声が・してきた。 笥ベトであったジ少し放れた農の？ そ．．冷し）

てし）ゐらLL）0尺八の青のように勿鹿LL）尊さともってし）た。 あの芙LL）線か亀

に秋色わ感鳴き声だった。 別れ老指しも轟と声でもあり、くまたノこの世刀農、￥驚え

てtjる放∬鳴き声でもあった。 膏八トの唾とタは雨の筒カ月． 癖に私儀「読、二わ



（／の

しかった．ノヾくK射）なむら喝にけがる恥の婚礼を鴇しんでいたのもつい激の画の確証鞄かする

堰の＼一日乙・あったが、． 色々綴‘李と歴廃した。 白熱はノ押允と娃ろしい． その艮由

やさしし）新もある。 廉い綴目山の中てt崖って． 放線芝確、わい亙がら百乳に対し

1缶，舟がtかにIhさし1鼻息であるか芝知ったのも本蘇峰功互恥であった。 阜する

に人脚注はかり如来ない増大ヱ1こもってLlる匂鑑の中に入ってノすら白患宴知

り．又と九ヒ知らなければせらないo

屑び奄美にも泰がやってきた。 耳のうちに僅紋・また木魚蹄の車に）＼つ1当寺く

どろク。釘然gじっくり知るために。 r蕗J

覚 三和 ／＼ 予 宥ミ 隼 逐 邑

革・jL 虹
才子 同 ・ 牒

占日2才日日慮． この日の劇ぼくたち鱈，帯2回丑新一軌玖泉鹿足に出かけと。

バスノ古と螢レ捕り、人数紡ぎ汐入ぐちし「で9晴埼天馬と出処。 市平日二出ると．

卑岸応Llの放漫と嵯んだ。 載材礪上とLlう前官凰壊した。 そこからは匂乾の患虻

楓が絶いている。 だんだんのぱーって好くにつ来てみばらし汎よく在ってきた。 本

末蹄とLIう数枚】軋別所のある軒に三しかかった0この時虹にはると末々は魚く在

っている。
またこの姉と穴蜂の方向にすこし下ると行く亨に暑希轟とLlう掛と見

ることができる。 この轟に虻ノ＼デか、＝左目とLJわ来ている。 どうしてその魯（こだ

けハブが＝互し）4、というと． この島は火山帝に会ま来てLlる七甥かノ＼デか攻＝な

碇貴命が、争いからだそうだ。 末路と過ぎて頚に行くと庵磨モーいの並が風水なり

ことがわかり． もう一事の山腹と亙って風塵泉という餌に泉た。 そこでは心境枚

の釘方夫冬か、希った。 またそこで束知ら痴ノ人の方の人と与どもがいっしょに泉

った。
この人扶ノヾスと待ってし－たが且か丘か東狂いので、ためノしてこのべ利こ来

せてもら一フたらしわ、った。 二の八は果せてくれたおズLにと缶か良二の迫のエ盤

の竜だからこ⑦迫仕官かがよく知っているこ盲∴フていろん庄ここと教頭し1くれ

ました。 この人はどこて培リたかわす才（た。 ぼ． くたちは東泉為という打てノr舟

渡凌像廻し． それカ＼ら出軋．
ここでも蜘橘毛組でLlの嶺が・不慮てあることが云

カ＼lj、前と司じよう仁山薗社風っ太阜韓の且薮の見えろ糾ヽ払た。 一一一一一一・一

アヤマーレ虜という酌で暴食一虻と、つた0アヤマJレ崎とし－ウ岬吐毎薮2∂諷ぐちし－

のり、為しl立で、あ恥．
周回蛙盗及ソβスート炒級友のでこぼこの立て∴、yLのよう



董組物が生えてし）乙とても貢しい餌であう． 二二で埼固まと株壕レ∴叔ま． ’、

八に凍られて毒草∴デたtの果しLl景色牡鹿はか1ら鑑ん巳。 南野という一朝落のすこ

し亨萌の蹄でバ入監練り放才γちぎ和せ項やンヤコなどあら中るものと最長し良か

ら如努へ伺って盗んだ。 中には楓ぐも功もいた‥一一一‥－。

南野へ為さ． てこて’面丸と都敗走に丘った。 そこで少し休癒した級、藤抒痛へ

何って歩・終。蜜定というものと見辞して名顔へ伺って鉱座した。 －養え泉まで果る

と宜が丘おってLjることと知った功で、ト7本lレと盈リ、浦の為立とLlう館だ過

つ1帰って泉た。



ノ＼三濱野二拍集会

′、′一一苛嘩′、

ニ牟礼既定痩束． 子

1月31首′天乳も晴れ上り望物軌固老部にとって戚和ヤDヰ鼻の抑廉乳．

また三年聖と交え． 二の最後の歌集魚屋と行なったe

ノ＼疇まてぜ放、lこ泉合との旦拾だけと嘲りて渡来たとIヒ敬して行くと王だ冬諷、，

碗ってIiわ＼った㍉打の1日く八頭野官砲傲しているうらに大頃も梱ったのて∴，大

野乾生と乳頭に東壊して，使用前八鹿蹄へ開けて坦挺した。

バスの中で一也六日に欲目、おしやTlJに凰ヒ咲かせた。 バ人の中か＼ち見る紫色

接入寂すは、らしく． 宮路の美しエビはっきり見ることが患泉． ソベキ示亡がタ樽

か丸隻のおしやノ＼高二射す五lはう戊と咲上はこら虻，奄夷に風の盟Uの乞感

じ1せたけ

鑑中、釘付で嫁感した。
／／疇噴射ヨ勘二到着。 天象にタ叉る裸朝練ヒし｝クので． 輿

壌濃く疋叙してしたけれど木材久雄のため孝でか入口方面は1とうて∴も在かった。

塔と針二して川（二飢J上って行く． けれど日日二か錬凍した末々か∵たく言とんで泉の間

に疋ヒ入れrこり眉目L打って歩くのが大飯だ1った。 でもようヤく増の，し）る杓へJとど

リ着く事がてきて卑起した。 そこご・屋あと毅ることにした。 里見も水も温みきっ

．
1奇貨の味も格別おLJ’しく惑－じら才tr二。 昼於が終71親展老やろうと虐Uどもって

せきだした0項r二八台に軋ってうす暗く． 想像してUr言「うで満ったので壇しカ＼

っ†二。来い糾二吟らし、）と思って寺に観る亡国じもの庄ので魂ヒ見会わせて笑

日出L仁。
渡し腺鼻は思うようにできrこもの丁ころうか。 象貴官して見つけ出す

ヒいう新た圧凄び㌍噂し）て泉た。 本までに注意せしなりで風のヾすことがあった

と患うがこれからはもっと乳と粛け宜けれぼ、いけ広いと患った。 二時魂鳴ると＝

うので下の方へ締りていった．

川のされ日も祖㌣亨と盈＝璃る瑠璃化して侍ってし）L。 頻る途中マングロー7．

の辟生しいJる舟で八・人から締りた√奄美でも珍→し両町だけに思考にすばらし

かった。 乾生の彼につし）て政明もろくに周かなしHr中へつ＼って行くと∵亡んだ1しど

ろが争く江って見た。 一歩一歩′う、みはす一、三古い．ように粗宴付けて＝たけど出た療

法艶一嗅末ソごろか、たく九つりUlた。 で．もメヒル／キ∴・才とーレ耳．の廉廉がで

きたので噂しカ＼った。 どろ老付け7二ま1バ久に来り公み寧故ヽ飼った。
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山嵐瞼1枚

と卜rc久C色久私つつじ‾斜
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斜　　為

喜：二を［

双手票楓湘

きく斜rCoァ”POSit久ヒ〕

月de刊PSte． のり1、久一・レへ、SCOSのルFクr∫t

ヌコダLイコン！ 凍躇）

4rt上れざ′h久と乱れPeゞtr子S＋・」

二イタかヨモギtl豊新軒． 二転努〕

AH諸肌亘接ノJ勘叩勘－C軋TAび乱ム
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声∴牛
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可。 市・工
i

、，，＿　ユ． ＿． ＿l　＿　＿　　・＿　　　＿　し　． ”∴

線外が函葺坤日放芝作った。選った事、府怠った亨、何んこも毒して夜し）のだ°

聖歌攻写月から鳴まっていた。

ヶ月ノ夕日（培禾）（ある三卑生の笥生艶がこう雷いていた）

斬せ恕感あてのクラブ盾動，左回⑦姥痕にあける

ダリアキの他世々を蝿物の級わけ、敢夜食駄五人に

けりJ［っ1ここ」果しい、せ王政仕向か物足りなミそう

だった。人敬にして20為血く汗と風寸筆の兼頗し

さ、何と釆レし）事だろう。人即して上鍵と鼓する草

月患宅象タ各年か弱泉たらこれ炊上の草江左目、人

間の古鷹と愛する息泉の尊と早く華象姦都に泉薗と

して瓜得させようけ♯ん戌が、す合ての入婿が、百

殊と卑し、ユ畦と乾レrこら・地球せ承上の果周と且

宝

　

物

．皇



台で－あろう。 ￥訳かrこめに載′マ風景郡は入りに汚カしよう1

ザ巧ノム目し痺天）

昨日の顔利でみん忘が風力が左く′仝体積射止や止． 個人埼動けことて∴よる。 j拝

召の戒′末と令ぶ＼・リかえっ1左か、めてみる＿こ－‥rh－

夕月ノぎ8

イ可も庄い．

当、・ご・

あ～この世の里古放．

載が腹の象宙放りr

あノ、や＼こしし）。

今月1／7甘

露古顔珪泉璃らしい・

ケ瑞江鹿足、

∫β英人の伸喝も、／

甘木増力の単糸くらし）の上天気－。

奇数灸且まっ翼－。

窓しいか註r－一つ野生放吐梗放た。

ノヾ人の中でのせ隻数吐辟株だ。 甘藍教法7－。

冬良枝革石碑で。 のだがかわし）て二諺ゝからし）、落水壊酎二は暮、どうしょ

うも古い。 千枚一府耳且に1絵氷、川上蛙飲んだわい． ユすがの人乳疎も氷の

ドレイ－。 あわかわ＼）そう。 大棚と通って大盤久、1九から一一㍉大丸ふヰ

号故の惹ウナギ－。 約‘30かりて再び患現へ。 アタリデダリ、水音にネロせ

つちがったロ

ゼ月泉8す（診た薮堆、石の多いのに高目線メ‥∴捜受∴まく。 いフになったら昇が虫

るのだろうか。

（叉二人む苛も育＼）てあったj

釆虎杖葺九と固じに，互の減が大幡とのが九て土の中に庄もれ1い葺ければ成

長しぶい。 （ロジャー・ベー11・ン）

ケ宵ヱタロ（竣J（あるせ生徒が圃薮部というグラブ靖勤に対すゐ息韓と希望

そこ人もノミ＼うに葛し）ていた。 ）I

訂与が∵デドゥ柵と作った。 え針ク∂梢だし）う大き庄子廟に頭打古Llグラブにし

たも⑦ヮ来週の首壌壬自こみん石で集まっ’て何か＼轟としたしけ、とし：クラブ仁からま



一、二dJ

こまリ虻∴つくだろう。 みん放仲よくみん左で施し会えるように息ったら－て

ナ＝火上のことは窒ま志し）ワニの綴釘雲部としての掛りがもてるようになった・最

初の集まりでエヒ耕す埼′盤かが「上方クラブじゃが左。」といっていみのと乳

にJまきノしだ㌦lビク、ソとしてこれから九に省略か、瀬て妓く庄った・。 ただ上カという

何の泉しみ、もぷいグラブにはしたくをし）こ最く寒った。 しぼ、らくは頭と蛙もJt且

カ＼ったその苦衷も鰯かたつにつれ1うす来ていった－。 どうLZ二う人の． 考

えや茎葉にいちし）多気も庚うのだろう。 巨億． 腺戯慮ては古い。 官命監拷たせlナ

丸虻、忘らなし）．二次から腹鼓が五んこいおうと耳患部としての錬り虻矢わ妹UJ

（又芝に対する乳馬を）私官有泉か賂豊かと璃かれ1何と塩草したらいいものか

rh格と」と＝う訂兼がわかりません。 ヒ＝う雇楕すわから放く思って来る。 一敢

lこ句′外でも「塔き」と言う言責乞放うのに泉のどこが尊さ乃＼こつフこま丸みと何

も盲え往く狂わ。 膿が且ってむかむかしてくる凰生き生きと破いている足とノ

ふくらんだつぼみと見っけるめEH封粗にIじかやさしく在るんじゃ枝＼）ですか、渡

展で蛙甘く魂好の珂超です。

半等市野

一都に沼が掛るご′とく覇が虹にも凌′ち＼るモこのこ、三日よく前がβ＼る・てんで

ん蜜が清朝する項にはった。 せっかく出た尊宅食べられ1しよし、はし圧し目上も咄

艶にkフ1言私も。

ヶ月木田。

今、ある秀丸に車中↑二怠ってし）る。 て水は琴肢の朝の一本足にえ犬カケの温泉敦

盛．りたい諸、着きグェルチJレの坤の温泉乞葱放して日にち． み＼と蒐し）ついと。イ可

か工、畿かに音工志げ氷がおちつかなりぐらい姐の心はワクワクし． 1し｝信

薮と詰らん． メス、カヶあ息

尽し）なれ1‘二る啓各のノ経

で三しのこすす、貴かげ1二去れば

密はかえるま入入刀ケの鹿

百月』∂8

「あじエい羨歓」

清らか丘青春、爽やか庄青息＿

一丸のjJ、三五度仁も賓老抱き

このほか右目肇みかし）つかはきっ・と∴一

腐った封の孝薗鹿ノ



仁自

足と＿豪する養老に与えられノL持嵐

ヤかては爵席かやって、太る．

一号の南とノ待ってし）る、やさしい走「ぁじさし1」

「あじエLj」は南にぬ来てLJるものと臭みものとはピソタし「に。

凛っ宙且怒・鼠よしく′咲く盈・

何か叡日の遜る及． 二の足二4歳甲賓のある泉． 私は二の足を喚する

一寸月7日（職）

グロトンと狙え，密克巳経った． 朝寅の一束よlが患い． 連結不充かのためか． ？

辛く凄為し1ほしい． へ作業級のハ「ン！一一…駿にしみこしだ． 薗さゆく各の巧に．

眼目この埼昭に常駐患う－汗ノ；＼き月、き凍． えたグロトンのいつしか賓が雛ノ乳

業が東リ、やわらか苺看兼珪乳に宋っ∵「乎三しくたわむれ包。
ノ

着の最一髪に名の属にあたりは鬼か疎ませL来． いくつ1ノの猟が夜と静らう、

大きく貴喝か来た革の鹿放題一群カ＼に味を塵⊥上

官し）ベラ芝白日療色見参、廟仕り過った、たそ氷水の患部で一一一u一一と。

敢かの大入カブ． の且ノさあこあ者で推ろうよ一・号く早く計亀吐して0

ム月？ 巧

打作りに一隻けんめ＼）、蜜膿にやってのけ怠けれ酎まん、乙にわからkU。 何、了

か、かりだったドろうか㌧曇り日）在しっかりした一（台乱にもたおれな（））じようと

左加が出来た一束があふれゐように顔★「てく才＝てらよ」」の主∴

律の絶キウリ、入イカ、・ひjわリ、飼養、叙景瓜タン、ダリ・ア、鞠． 孝の追え

甘一味かセ奇、雀〃とり万古とが私録され十日L）

7汚ノβ宵

・今、ユて植えたものの嶺とリEL広くては庄らない。
東軍のため，未年この複と

狙えてくれも人が何人LJるだろうか・堆かがやってくれるだろう． 右傾圧します！

？ 打嘆汚、

豪放みもおって徽一風闇で塵勅命． 2準則吐まだ何もやっ1U嵩し。 礁均風の

おじさんが上っくりや秋うえの戎乱獲など1を教えたl）、わけ1下上布そうだ。

（この時カ＼ら風鶉． 蛋部と獲地象のおじ三九）おば、こんとの矢】県が撼まった。 この

オたちの腸ス＝二よって私もろは文鮭泉でネよて． に五山まどに戴功させたJ）

9月3摘・

フリーシャ． 紬． きん壮ん厳の壊辞、． 確．更級える作東が五カ＼なかはカ＼と、らな

し）、－卑生が募如し甘い、まだ凄味が盤とてこな1）のたhろう。 嵐藍だって2皐に



、∴、’、

竃、つて年ら奥味ヒ掃う腐めたのたか＼ら、本日までに（諒に仁く三札の花虹姐えJ二。

ヰ工人とくも一九。

二二でこの日託は終りにもっていた。 空官ともっている顧問の顧茸朝拍＝ヨごま

しい名． ヤくがわカ＼ろ孝にろう。 私塵の乾蟹叉注払凄虻i耳敦青石というクラフつ二対し

1稀動的であl）、患徽町であり、又甘マンケストでもあるのだ。

最後に先輩へ－私達が笥てた風吐今＼載せの幕とおろかにしているかの． 如く

あの展に破き希っています。 ニそして叉私隻もたゆみなく高密と嘆けていくつもリー

です。

この1敗色が人生への大き患足向けとなる∃針こ詔し）ます。

入∴部して

塞 一年一九組

裏腹黄養子

長嶺アキ・L羊

っ払たちに日払とわくわくこせながら義政のntくぐった。 そしてクラブ悠介の虻

であった。 文化部、体育部あわせて三ナ三のクラブがある。 二そして看クラグ、の部

長王んによって入部とす＼わらオ（た。 人草着特注と上古プラデがあるのかわから

呑かったがエ教生にクラブの埠息と蛙っきりあしえ1もらい教科書にも竪幼せ

いう厳こ斜があり劫規の． 枚にも且フヒ思って入部YLました。 敢初の頗息朝風へ行

くのもはす、かしくてあまり‘朝礪勤甘し宜かヮた。 レ於レ茅一旬司の楓東あが∵あっ

てから放却男とも親しみやすく苦り、都塵へも一行きやすくなった。 文挺厳と壬巨の′

覇に歌かえて濁度への弘大も増して果て一五九もし放u守でご一刀一㍉せつかん苦

り先生や茫量の腐一嘉で艶蹄の予備東奥鑑ととし，叉硬太の並べl方古と、乾した。 い

よいよ丈． 化祭か墟まった0本までの朝酒動が人々の前で戒のするかレ甘い恥じ乾

であったがLかしみまでの努力かす¢って実験蛙蔵功であった。 そして丈夜粟も

骨身終アし． 思い出のげっに在った。 珂日のrこつのはヰし亘のて音蕗期もやがて

華、ろうとしてし）為。ネ尊のクラブ肩勤吐魂足で誘った。 泉患、のグラフ、涌動がまち

とおしし）。

二木乃＼ら雅一も一〆患啓軌承放り丁こいと恩し）ます。



呂瀞蒔酌産触煉海口・・鍍

（tJヨ～． 占タの射
／卑3ヲ組

寺　狩　寿　生

クモの耗農ヒはじめて二年目の膿が，局液ヒ入って東化老荘るものでこれまで

の緩長一蝮会罰と勧めて．展示公喝したe次に頁叱風に展東レたものの寸から従． 息に

後ろのぱーっきりしているものと監んぐ日j級とつくりーました。二の百錬と書くとき

に感じたのは．二九らのうちのはとんが市内藍（市街腔）のノ楓枚で列外産の礪麻

はほんの、2．3しか温かったことです。 またクモの同協議が吐くに一大も漉し出

せ広いのでさび、LL）か竺－りです。でも諷産からよく坊かレ1もらってLlもので．

こして号に蛙在りません。 でも虞出とするには一人で、は艦締ぐてつい出不精にな

ヽ
ってこの港最です。

しかし矧外に会患出なかったのではありません。 クヲ声の親

友速見なるも功で行くノには締ったのですか、、戯増の人腕カ、うこちらの宮珪巌泉水

あがりませんでした3本拳法大し）l二井に史との止し1みようと，思ってし）ます。

薗′邑銀の複につし）て妓生農ノ農集卑月日善も腑乾したかっ上肘、都息で次の

夜会、にまわします。

トへ、ヶ名頗軒脾姥差如味濱田醜

○アシデ’トと二メ．グ’モ

○コがネ7’、t

Oナがコがスデモ

○コがダニ丁がネグモ

○ンロカネイソウロタグ、モ

○チリイノワロウグ、モ

○ヤマ二「ぎグ五

〇キこぺノ・′・ミグモ

〇人スミグ、モ

○ヰダウ・トゲデモ

○了がンソンノ＼エトリ

○デーこ、ソツノ＼エトリ

ノl叱／0′S／仰uSC川gSリ椎S80万、三・色tSTヌ

ル腔Prαのβとプ7軋」ノ火‘出〃

当－・・′一寸い・・－′‥′・・・日

伊叩色甥刊“t乳頭色勤航RS川

Lo刀中Sせ接の醜¢むノくRS早
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○ァンク、1〃デモ．

0メスシロ八ニトリ

○オフ「ンてコ刀JFク㌧E

Oウぺキドクグモ

○シテヒゲ・ノ＼ニトリ

01ソノ＼上． トリ

〇二三ノ、7．7㌧L

Oハナグ毛

○コ」ノノ＼マノ＼ナタ、已

○アリグ・モ

○ヤマレロオこグ・E

Oヮッマノミダ、マ・三／

○ジヨロタグモ

〇才オジョロウ∴グ∵E

Oケアグモ

○シマアアデモ

○ヮノフハしク生こ

○〝ラスノ＼工トリ

○シ′ロスジグ∵E

Oァシ7か’タ・モ

○ァズナグモ

一一一一二二二二一ペニーー

撮hけり射接・化調はれ乱

丁クも（JS一椚〟勇rtU5

Le“C4く′㌍∴恥等動辛C軋
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朋，色かとプ化トU～か桝仁3信刀‖已乃55

かク左ル・eエ5’ァ尺

八イ・・～…′亡・・年上JJ／・・・・′‥・・LJいいCJ・／人・

〟′－5〟粧㌫柏′〕レ圧在月中五山／

ア月風勘C言べ．
ノ、

ノ勘g山勘＝欣・γの相加ののけバ

βク左5d乙∫γだ

〟／r完AHLCカ已化J孔Pの′乙軋火4RSC〟

〟eク“事眈5㌘〝し

γ£βSC0割軋Sc／／仕’且S

〝り在ノ軋

〟七函7ノむ

し’＼・．・こ・しこ

しノ．．′‥！・‘∴㌧

βx／t久九し

穴力七」軌e

C／軋レ＆王4′

カブ久Cuノク放

Ser十戒ナ山5

5・P

St予／久1亘池S

JLtrA′乙∠し

／・’りくご・l！

βク左上d　57属

し． 官の減

戸48尺ノCル∫

⊥，尺♂C万

⊥，〟♪‘ニ〃

柄RSc〃

摩り升C′カは＿乱／わざtナノ孔在β0g5・じ七∫丁尺

丁‾とけAJ鵬／ノl・1・／＝・一・∴．，′√・｛

乙． 女ク乙〟
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■事

二当覧二二∴三l∴
三草生の乎瀬見三ん塵の言う事で吐J‾いままでのクヲ7“頃ご・虻ユ入り刀の／ごせ

ん壊せ体、と男つけた寺かなし）」との事だ。 庚虻だせん凍せ体狂ユかレはし㊦たが

左か苗か出てこない。 どうにカ＼二つにカ＼やっ白）るとだせんのよう庄ものか見

えるので、そ水ヒ敢リ出し． 儲歓鍵にかけて見るて養色嵐か凍れ二．

では次にだせノし薮色体、ピ取り出す温故と青し）1見よう，

0耕斜

解別項歓虹あっき缶「． 人ライドグ． テ入ンマー〆． 殉教錬，りyナ1レ承． 拝

級力一ミ／

且）青竜．

のユ入りカの幼虫と展焦しし水できれいに凍っt入ラ4ドグラ人に限り、

2本の柄っき針で師耶頚鉄泉ていのでき広から啓2覇と醇3轟と捕り敢LL

腹部官印リ口に伺って針で‥K尊に騒ぐるど一濱鯛古だせんが、内腺物とと∵Lに

鳳か出る．

（けどろヒヒ右に苦く姥い

甘さまどろで穆い

てくる

⊂＝＝＝⇒＞

りげJん淘

2親ぐちL＼

Liりスラ井ブラスにとり

リンヂ山域を猪す

こ＝宅＞



（、、‘■

し晶j

針乾を牙2範、弟埠にごす

L二二二二二＞

・．7－．1三、、・l’・ンI

双り鍵す

一・． ∴・

ば）ばせんの鴫啓ヂ軋、てがら醇硬が一ミンそ、姐唆して，カバ、－の」とガ＼昌串＼杏

乙ねして棟鍵すると、末止ん資色柾がす1芝のぼされて互狙あえる、

め針亀をまか）の肴勧醇紡毛綻く

だ弟ノとこわ之枝いまわによくとL、

痘’棉つき針（・取る

し吊密敬かミンを／滴啓し朕一色やす

命令の莱＿を風いと3

＼＼

釜土、＿＿去㍉十一三・＼！幸

UJリンデ｝し粟を酎＼ると艇宙

のを霜力を東放きぜ焙し＼

吹上祝宴教の薗磋冬あるt櫨し

傑「刀っ疹令、はJL「ンゲ用亮乳を牒「

ハ江かったのぞ、、産、いたし＼上之

醇噺橙L帥巧だ甘かった

吏甲は

㊨磯風

紆番兵

のせ凰

窟祖吏曖町醇村事奥（園田黎患酷〕　孝一礁

遅

出エス痛切束鵬kん壌色偉

療應密

‘

エ　　丑

4録画澤に
まま′うたしま
が彦え、
塵庭峯の薗

一乙一家ほ

いる
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十三十一号・：‥

二二」F葛丁軋

・ヱトく・・・1、・十、． 7． ∴、・！ ・、・二．・．
・（、・′し上星浩子

二卑J二なってよもム目頭一喪巌錬rLlろいう肋を昇る草に輿味と持っていた払

蛙．者こんと二八、度の劇腔や藍粉等芝果たし1亡君い、何も承り卜ら㌫Llまま． 藁

や尼柱と． 艶に捕った横に切った一日）ろ一一ろして． 顛飲潰で一夏ていました。 そ

こ1二八つて泉た三卑生の郭要の人が親紋日二「柱頭の中1二人っ1いろ煎冷皆と覚る

の虻もすかJL）から足掛の剋斉こせたのど凌た方がいいよ。」と敢えて私たちと

共に風洛鷺の経考の東泉芝やフてくれ孟レた。

私蛙こんな寅墳丘初豆「「作事で牒目上又何もわ方、ら忘しので、プとシとカバ

ーグラスと入ラ4ドグラスの呼と封しる畑丁に嫌うのに「貴くつけさたす九は∴

」の者見て、ヾタ′ヾダつけたり、貴く培牒目白二つのI∴及務が少しの夜船も吉日の

で上目くつしたり、実験・とし）うより遁ひ、仁温かった。
⊥「来て私連の賀衆抹みごと

－；・夏・．
、

でも三年主監払豊と速LLお膏ついてまじめに． 葛屑にやったので、芝粉の発

芽とみました。 私塵の買敷珪失敗しよし上がこの覇ヰとても標目ノかった。 叉初

めての実験で宝物につt）ての興味こファイトがも． りもりと出て永ました。

このよう互ことがあったのて＼「私もいフ『＼． あのよう敲麗教と或功こ吐てか

たり。」とーかねがね忍っていまレた。 孝才「「すりエソ7、の私行と礁会に畑

耳鵜．′冬、なのでユリノか青くノ‾フぼ■Lと席上）まつノた。

一回酎よ七枚靖終了應やっにので′埼猫がE、一ノ与ケノp忍櫓凍て、フ按きの匪頭

につ＝てノかし厳． 鉢巻が出1し）ろrZ）濃び、、（重つ‾／ノ、ライドデブ人の上）二束と

落し．その上に放頭とつけ丁と。 二そうすると厳秘が落租の寸に入るD二の薮激と煉

った。二八の足掛智蛙最盛のヰi二八っ‾てい沫し）。 ）茸♪婚び瑛会を刺ぺました。

丸の発ている繍蛙）用かぐ白）射ヤ課1る直上辻埋言がだんだん思エか増し1

1）つたJ

t大野夏生に絶命が経菩した孝ヒ勧ら仕丁こら一丁′ニん射こはっきり軋め膏が伸び

るの注′めデ、らレい。」と軋めて下上り、絶称号か壌土や謝り方と厳完て下守い

ました0束． 戌，もうう事しく伝ってJ厳務の逼麿と打ったり、出て、ト台風勝義

の巌こと－H∵㍉ブ㌧っ石サー1十ノレヱレた。
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叉一一一日Tとの柾叙掛膏が伸びをのか知り′二かつ7㌧¢）て∴／タ笹森泉の入って

いる‾ビーカーの上に渡瀬各部とつけて一竣最とました。 そうLrこら、監首の水練

．
枚には各部洛斉し”主観鉄泉の下には匂11度教官が乳がもっ着ろあたし＝こJジャ

／＼、と出てし）みのです㍉うJLL＝やら． 気＿味が應Llやら・一一∴一一。

その庶務＼竃の一つ一つの長上と計るにはノとてもじゃ巨いけと，． できませL。

てれヒL魂の方にあり池の盈掛膚とまちがわ互いのでなけ来ば、た、節です。 1の長と

も計るのが感敬も柱に伸びていてノあまり多くの濠上が計才t広く，残敵だっ丁こ。

升一句巨＝よこのようI二7こいr二日城跡二血か＼ったこ患います。

二回回法ノ発語すか東新からみたし）と患い． エ膿の年後鳩めよした。 一一‾回やる

と狂守「「孝伺いレすらすらと但東． 敬孝もエリます。 家運虻前と衷わリよせAパつ

いてに某夜の彪勅斗やってみました。 これはつぼ、とよリ28介をくれて放りつけ

讃した。 粛激の巴はっはさめ丸味、とわび、た衆色にくこらべ∵1ノ1秒1日トさく時阿て壌

挽芭一まるてつ乙机、こくレたみに。 ）です。席巻は初めてEのこいノビん広ところカ＼

ち突鋸粛ヾ出てくるカ＼濱味があ出向じノ告少憩魂で教頭するか出面こてした。 Jそれ

に止べ∴了はさ辻芋か或坊する旬信を希っ1両した。 しかし鵜舟か、ら招凧

上つても何の及叱かな、し）と畑ユリ∴私にはこの実験注成城虻東電〕のカ、なあ、と

おこけなくなってさました。

ていも． っぼ1が一時程「なたねは〃∠）かて’吏斉し，羽白こちつモボ‖よ′丸の楚像し

11）もかっ丁二米のトはし）」のあるところから赴貴して日各のと‘見ると∴本まで旭

乾してHr二のが． おかしく足われた。

又． 二軍の勧め項やった末続で矢激した噂のことと思い出すと′「やっ出払も

出泉た九だ」と萄足癖てし）つ飢）です。

二の実験の老畳や溌農とまとめると下のように庄る。 ・つ1）ぐ、に地の足掛の愚息

泉凍′温度． と聾する暗面芝ま′とめてみました。

ノ疋卦の無才の状態とレらべ古．

盈瀞ノ換徒者亙． ／3％烹慈敢

花粉とや． くから麒し1スヲイド上つけ・ノチリ泉郷乗と承下する・（

ヌ庄足猫1Cやくから髄し′入ライト、につす。 ・／∫小麦地象ヒ南下し′

そのふうの廿にモ変ビニ本置き． その上／二刀ベーブ、ヲ人とのせる． そ

してワてリソ号r封じる。 ）
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洛昇叙風紋ノ尼の鑑壌仁一ンくノ、． 芝洛祭し1丸‘勅牒＝乙の庄’すが． 狂風で荘くこ

もこれと以仁原作の下におけ良い珂線に賂考慮をヒ行う．
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虎勅の　風経　の　長　ヱ　　　β、♂J‘一秋カし

色　　寒色

薮　環／子弟の恩凍寒

な　た　ね

原町ケ銅＼て凍考長とβ． ク／上れカし

痘卦オ且至の濃さβ、♂ヱ率ノ〟〃し

‾色巌勇敢

蕨、．顔／∫少の薦痍液

つ　ば　芝　のノゑ掛
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し、、t

無稗半面は　く・鮭
三阜五感鼠

乎　療・永　島

工準備

（日割斜

体長2βじれ前段ど皮が確Kノ詔の側属してし〉るもの，たこ乳性74ナ又

タメ、カブノ、キ等。

（2〕1宣項ヒ製作瑚粁

メス′餌音－†ぺサミ（狂の尖っ上もの）ピンヒソ1、． 柄付金トラ手オヾン手

骨折ベアミ． キリ、虫ピン初産（20。 刀し）針金rノ曾～ヱβ番）け－ビ（

鷺の面頑より広いもの）之～百枚寂汗′石膏（エ東鰐）竹ベラ． コ、ソヂ′

塵ヒ顧イ防腐司）一打レマリン日l構うすめたもの）緒上′恵華．

（3）耕「料の取扱い

い目－敢背水に醸してやわらカ＼し「7、ラン串ご疎とおとこなし）ように． 威力、

ら足の万へ一軽くこす〔て汚水と暮し′氷〃＼わ上げて氷見と1ミ＼きtと生鮭

門に廟とつめておく

拝r）一一紅最と祁毘〆紋詑観の臨小崎に色彩と言已族する。 剰定住体、東上、汀，

吻威力†ら足賭外夜目紅顆ま亡㌦

ノ
斬封息の率腐

針金江藤濠の約3信一…▼一一ノ木尾芯虻温い針金、ヒ∪写型にまげておく。

茸．嶺「拝噛∴布

の固見

目）－水で湿した歓の上に臭の骨慮カ＼らみ「、左画面＆上に風と五和二梼rこ足

る

甲）一旦の葡萄か、甘めぬように，滅却ヱ駄尊で「まくら．」宣して支えノ風格

を姐が． 虫ピ／で板にさしとめる。 －（主且囲J

U、1－－好一－ビ監lいレマl）ンi二かたし． 輿の上仁おき，挙l一二赦しホlレマリン）

しつけて上から押しつ，け奉よう上！
．
1ノ＋カ、’一に、と輿の承度目‾、洗葛させる．

が一ビが’乃＼わ力＼五いよう上液芝初更すわ（約30か）。



Oの

（2）石膏型取り

の－回灸が終ったらがノ芝tととり、赴く氷度目する．

甲）－ます牒占上1台奴の上ぐ集の片面よりや、凰めに息の旬硬より永く必至攻

レ息の鼻血1よルマリソで画定レ1庄いす）か・きち1ノヒ入るように瀬上

とけベラでけす－1）とるl息と粘土が革為す与ように）

ビ、）－次に負の泉南（lRlレマりンで固定し辛す、以下珂じ∴）によいrシ惑Hcみ

る。
しニ）－魚の国司！ C叫ぐち＼）のところと粘土て－’占守が七十日吐＝ようi二つみろ

げる‘l馬奇と入射r二時いちば、んうすい都外の尽きか、3へ㌻朔叫ぐちし）に

亙るように）（並蜃）

し由一コ・ン73に水と入れ．
石膏末を入訳てうわ骨巌どすててよくかきませ、

1贈、の上伊ら達意Ll放し迫も（亀1P、安息にカ＼く来るように。 ）

卜）一机で晩が一つが甘いようにぶっrこら粘土ヒ酸さ勅4、ら輿とぬき∴とる（略

す’＿頭の‾有力、らとること）

止）一石けん泉とぬっ1も少し石膏のか、っくのぐ私の中で針ゐくこすっ1

暮す。 ‾

し3）放く庚と瞼内の・螺． 斤

しイ）－机に歓としき息の薮牒＝LLにすな

げト正中楓の鳳側齢ノ。
叫のあ上牛七線準にはさみ立入れ菅． 足ノ轍俄tこ一刀

71JD紺舗「とつくる（Ⅲ困）

い）－背痛の肉刺研喝級の晩私五号箱でつまみあげ、緻軋繊箪メ人て．
7刀リ宜

が、ら． 笥席の玖かまて’注ぐ。 次いで銘の放い朝かヒ担ぎ． ′骨磨級本の常

駐風から＿頭へ鞠フ1はさみで研噺する。 はぎロ宜左側にうつし、メスや

十日欄憫し十五側面まではぐ。

㌣）一足の朝命虻． はさみの先で足廟の級友と古刀リ廻すと久に疎と回東レ′

J立置きかりしみ♂

し末）－腹部の． はく敦良問じ凄領ではぎ1コ電∵つけ、・し－）ぴ・れ膿鰯． 胸臆の楓

に布ふの苛も切り姐Ll体制まではぐ。 凍りて輯脚力＼らはぎ亀めると塔

は綱から杜れる。

ヾ＼1－菅せ上に頚判官音節に向け骨蹄は’さみ芭もって亙ヰ級の五郎上下現と

経に潮リ攻の功喝線につむぐように〃＝］老入れる。

LD一朝菅の徴と研リ腰骨の顔で骨頂と肌断すると風と喝が発会に駐剃る。



－（す四）．

〔＝一骨韓の晩本の枝肉ととる。

朗一足の級本の爽乳ととる。

叫一勝朝各埠の放水の殖内星とわJ

ル上磯寄附互は和二諷意レ1骨と印リとら甘いまま喩喝する0

別一風割注ますt敢凍てとlL、項拇てこリ、一竣即っけ楓麦ととり象画から常等

のなし1－号はできるだけ取去る・

研一藤の友金銀の妓浴せかき落す・－

耶－1のまま7K、放し．
氷転宅ぬぐい再びホーレマリノ液の車に払「寸つ／β如

け製作の膿丹

M）一夜で石膏乳の守におき′尾部に0号製の針叡乞さし込んで足の具えとす

る。

・pト名付雨の封． あ止放里に宙がるニー（Ⅶ回J

叫一味と石筍型に正碇にはめこみ，防薦兼監由り、牒球’の一郎人に暮上とつめ

1あく。

戸上石膏狂と芝度を動力＼さめように注意レなオヾら東予く企画jこ漉しこれヰ

来Iこ針金と観の1立てる。 ＼ラ私煉って型の修正と行う．

払ト弓βへ㍉ゲ∂合して針あとも．，て引き上げ、る。

げ）仕上げ．

の－Ⅶ厨のように各解と屠教ではさんて、tとd葬る。

戸上薮敗と入れる。

せり一全、巌と嘘鴨砲て“美しくぬぐう。

Fト嶺のままで一乾楓ヱ蛙rこ． 級昇級と取る．

（加一記録に合わ旺て漁項て、着色する．

N一塊尊意易六、の薮枚に射釦で固定する。

J入上が作りすでありますかつ諦泉六郎貴・励hJサ毎ノf「27日ノ北隆館私行

Jと参考にして作りまし上か、気味には水のとおりでtは悪く′いくふん鴫方のち

がっているところもあります。

・参議までに錬艶の作ったはく教①鬼前髪放しておヱ暮す。

○ノ＼ナプ工ダ、イ0ノ＼マダイ

○アカノ＼90年デイ

0メイチタ、、40アズダ、、イ
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∬　酉　粘土
脾が重

しリ　餅肌

料楓即が碕み上げ、た

青草卦

I　回

乃珂級ノ

ノ
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．
‖

l
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甲　　彗二 ‾　＝つ

甲虫は「ちょう」などとらかってあまり知られてLJ甘い。 て丸だカ、らこセおも

しろしユのだけ例外蹟あるが甲虫の蒋ちょうばてのわ＼rこ．し）戊ふてあるd大きLJのは

カブト宝ぐらし）のものカ＼ら）Jlさいのぼノ柳外程度のものよて、ぁリ、号の体形も細

夜目↓′のがりうがっしりしたものまて壌々夕炭ぐ撮む象も基い故国l二まだが． る。し

たがって鹿泉方恵も「ちょう」註どの格各とちかっ1あら坤を冊に免官つけもけ

丸ぼ、竃ら古い。渉とながら馬の7ン（しのり気の勿る）． か、暮ちてつ1台とノJU八七

ひっくり堪（て楓東したり． たたさ鯛で拐絡わきの木とたた＝て親展レたり、里

中左偉人でいるものと取ったり、たんばがあるピケ、ンゴロウヤげム／の親と取っ

たりまったくtjモボレい。 －朝ノ01時璃出力、けらノ＼はた」lてLj1温めし扱きにな

みだろう．（特釦二大あ藻の人は列としてたてい虫介㊨き抜人故「めL」の事な

ど売れて山中ヒ司との＼ちせて歩く）Lカ＼レ． 泉に踊って乳の定理とする席は刻

も収も咋）ったつしてフかれrこ・ことも走れ虫がい「受う大事互ものに見えてくる。

－だわ＼ウとにかく甲虫の：碍乾とするには山に行って何でもかんでも争くの甲

屯も来貢－してきて「虹き甲虫珂壇森’」から出て。 Jる水（欄の碑触こ鹿北似て一一3もの

を藍．鮎u和せて少しずら老醜をあ敵痩せして大体とみミラどもの虹での皿にい・て′叉での虫吐

どの泉に脅く、いるが、こし）う寺がしだいにかつ1きたら・子丸箪し言そう敢爽珠

寸のにした彼技官外の白歯養走で一つの孝とより展く、官外しカ＼二の琴柱如っ1

し）なし）のだとし｝う膿盾ともてるようになるまで調べlる苛もつ川だろう0－（

寅吐債匂努故実にした後の可宙竜泉で増えする事まで注入ら古刀＼った。 東さい衣

笑にものにするまTにたりこい与、ヶ年蛙かかり． 1水力＼ら虜、の一つの外界の倒

寛と在ると六啓，1して軍門永主よ千十簸ろなけれ虻張泉ない事だとぼくは整う。

一一‾‾以上の事也圧、くが甲虫と初めていく恥にやった事や． 六枚の患生の箱卓

説ご仁もこすいて＿1ノつとも宜直と乳わー1しろ甲虫の禰宜の音速である。 雲騨＝くら

大葛の人敬が，i＼左たカ＼らとしJつてJUうゆっ仁に「甲虫」などに輿味ともつ人か1；、

えろ二と注射）と思う。 しかし′ぼくは今でもヶ年瑚もの画葛＼、寸とサい「∴甲

蟹と森某し、1訳と蘭べたり、最本にしたりしている闇にあじわった課し三とい

つでも思い出せる山のふん回気と後輩の諦名工∵もあじわ・、1もらいたりと足う。

たっ仁一入でも象いからこの． 文と薗太で僕破ともってくれること監顔っ「し，る。



′
しう巷ノ

こて′藍虫と集め古都ザの人にとって毅も大軍庄二と、妓ある復原官外の］しプ）と

草薮でさる救命ともつ二と、（とし）つても何も應れら屯こいノ＼にてばもこく・ある確廃線

味の在卑フr二人か可じ薗夜の人に）が大草てあると風与へそうするといっそう句

会百官′コツコツと歓でやることか． 縁り良し）のあるものになる・氷に脅ネで作れ

ゐ1の痩ある恵良日本で軟作し1みる。 二木によっlLlろいろ古臭で注竜カも養

えるだすう。 ノートと放ることも大事tある3（これだけ正ぼくもなか庄小泉行

でき古かった）－・大希の生物部に卜甲曳画壇姦」のよう猛ものかも泉るの

＼
は家葛で打基＝甲虫だけとはかざらもくlもトちよう」甘ビ、に興味ともっ

て入部する人はそうとういるよう「ざから「乾虫伺単為」ぐら＼）のものか’おえてほ

しい0そして、トオリエン入」と桝に国備会の泰老駄したら洗いと毛うー……。

しカ、し． これは混血の大帝の朝酒勧乳では夢のよう温帯である－（地租オー主

考のためだ1と思う。 ）しカ、し、凍正ノ後輩の堵鼻がこの草のよう且軋厳ヒちやくち

申くこ1り立てて突放し1く射ることと換ってし伯。

一枚農軒項

は一薮虫膏（風をjc乳・か、クスの嘲かの長さ76プ′L〕

0財経エナノレ⑦乳泉

水師竣千人ナJレア1レコtJレ（／こ／）

（工ナlレ）

／′㌔ルクせん子細（乾顧上しナIの

吸竜曹同＼上り虫と喝い取5〕

ガ　たたき網（タテ餌0〃し　横手♂乙牝のギヤベ布）

耳竹2本（ギヤベ衝の対句級に卑しい長‾さJ

たたき殊（一昔風ろようをころ朝風と壊うと決し））

このよう上各号巳書いておくとたるも苛か虻∪



（李や）

3〕ちようとこか網（樹上の虫せ細る。 ）

年〕トヲイパー（樹良と嘘リ返す増便． う。）

う）ア電子レンランプ（とあつかtには十外注老するよう。 ）

白り布と′子射て放る終巨と再フ妓東邦渡鳥雨具てある日

ム）一乗義正どももっていく。

榎本用具

り一字錠自主r毒一軒の覇王とそろえる． ）

〆〆一一一斗かrこし1枚

コ〕金十日町頭となるべく凍珂し1二万か該し）が、去り疇吐布頚、てもよい。 こび‘や

すし）妾脚注できるだけ便わといように。 1

31データてラベル（丘埼注文レたすが鼓し）。 〕

：≡

斗）合成（名刺と侠研すると良し）。 ）

‾‾‾二二二三＿

∫〕璃（うJlと商いがキり翠の箱と條喝する1

甲虫の凍東方護

の碇にし）るもの庄網とかぶせて～二る－

（9度上・柘技薯にいるもの庄たたき鰯でとる． 、

6）石の下、ゴミの下尊にも衷二義する

㊤・末の骨上（楓！ ‾＿立為れもの）にとまっているもの． 埼る特庄鯛と畑こうけ苧

（9キノコ（殊に丸太このもの月ことま一つてLl台もの。 漏る鴫は例と下にう廿る。

①木の皮の下lこもいるから上と珂じ守護でとる・

⑦草の射所で網勘う＼リまわすと葡留りものがとれる．

①鼻岸、現有の石の下． 草の紺（湿蛇）吉と、に覆意する。

°①底の上のムシ甘、珂泉孝とあこしてみるとまい。

（∂敵手でも養老（殊Jこ埼那五ものノ． 別イモ′アリもドキムン）質、キヤペソ



＼丁ノ／

㌫どの下東がおちてあれば満こしてみる、二と一

①寒． 灯火に盈憲一（夜間徴集放下の撮風せる喝りた所で7時3本～化も

㊨樹液が出1あればオヒ吸、jLくう虫かいろ・

⑥席粛思慮（くわlく、攻に記）

㊤末はゆするセ∵Kさ∴）憩が落ちてくる。 ：軍その人の穐れ「二部凍つ∵も在頂∴

⑳赦親等のJJ、右の下／氷ぎ・わの尊の下）に））＼冊のみいlものかいる。

腐肉撮泉（トラツ7つ

木の茂ってし）るヰ一二あまり草の正し〉野ととろんで． 下均のようi’二トラ、ノブ∂芝カ＼け

ろ。雨の掛りそうぼ日． 耳は巧の心＼んかん腰、つてし沌瘍蹄はさける。 竪ガンの上

部止半在ばかり石で小くしておくとフごうがよいも番うかけて昼とりにテく。

一回戒功し／こうそのままお目ておくこ又かかるナ在日ま庄合一＼く狂ま肉か． くユ〕た

封と煉う（惹た喝はだめ言

ベルゼ素敵策遠

目号、るいノ′の上に者醇とひ日で上から温める乙原癖のかわき上つれて正平蟹

江中へ中へこもくる腎椎が為るので，LjUには■5＼あい了の雪かヰ落ちる、こ

れと春希でうけとる。 落葉吐前もって定席でふる＝わけてみく。

竜、ベルで式凍原落度「考、の甲東泉策」（芝田太一湧トー「八枚の東芝」一

より引河。 1の佗芝電三七より争くの奄臭め甲虫の套特色保賛してめる。

席壌まじった轟薗エ

フiレイ

LJ二、がラ入洛最

哀＼＼、毒



（ヰの

整理

①デーダーラぺlレf日村，埼声「汲果肴鬼）とはず、っけむ．

㊤灘虫害に雅号す潔晶節線手ケルと頂レておく。
′

①抜本にカどのはえ抱よう産気（石原顧）乳に食われ也上う凌竜つすアタリゾ

ラソ’． －ソ′をいつも芝． らこないようにする・）

㊨凍去だけで五く親風もする。
．
敬承LTこことをノートする。 叉佃巷汲め正宅・￥

諷ヾる。 腹劫にくわLIl先生にきく． ）

㊦猟象日産老フげろ．

’日軒．． 甥軒、久放、埼嘲． 蜃研． 観象事項官ノートする．

①凍太作粗放在るぺく止やくする1郡部酎こ）。

デ、一夕一ラぺlレ

勝二二重

桓＝＝二王ユ

哀歓の辛みと貼りつ

りする（ノリやぶ∴／ド

江と． かわLIr∵らとち

あり」三慮る：むの1

4、こl）虫は埼向き

・ネ・放鳥の＿わからぬ紡軒で． とったもの杖ノたとえは潮イ二へ′ノ1＼葡ヒ＝う′了、うに

故人するkよい．

0ノ鷹蘭書こち

尺IV

珂0

レI L一

密

木の右

場蹄・月附

定一虫、為⊥

川

　

山

　

村

この娘番虻蜜と上に刺す扉Jト

あまり乳にしなくてよ日．
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l

言乾　き　育てる　一を　び

・・避 料 二皐．入線布地かリキ

県会こ萩各にはユまれr二わが、かに耕され丁二上の上にj勅雪のよりに＿長句五度と

遠くから一晃っけた時．友達と血はお菜与と凄机丁た小こ庄与戌のように｝1、凍りし

1「粉雪」に東リ寄りました㍉恵与の九月に武芸部が櫓・官こめて粗えた水仙の初

咲き雀のです．長方形の硬老骨貫に領水の氷ヒ牽け－．輸，はすかレ受うに1珂い7二

日水仙。子の高貴五番と破くでばっさ’リと・星皇わめ汽晴、「‾払登の今で凍え．手

入れLr二足がとうとう嘆り7二のです。
轟さん見て下さし）。二の哀しのむら」と

大戸で尊厳ヰJ二知らせたくてr二まらごし一腹どの大き互阜び、水Jビと占めました〇台

みの守てせ轟し．子弟4ヾまつ仁癖のう訳しこと生ま来て鵜めて味わいまLrこ。二

のう水しこ◎ために木まてこさほど息の塵まなカ＼っ丁こクヲ7い活動もやがて凍しいグ

ラブ清泉に教わってLjrJ二のです。

回教郊一子利枝はなやか私枚のクラブ、と凍って絶境で心人敏のこじんまリ

としたブラデです「軋む玖泉一里紛坤と珪晃務のよう瓦坪で本まで一命に満勧し

1ヱました。ヰ専攻の項もえんがいクラノ、、としううのか、あl）ました。息はそ氷と碑

を邪と患い二んぐ一踊り中朝乞やるゆだと思、フてい呈したが、それが暫茸都であリ

Lか、もゑ園の手入れ左どこするのだどカ＝リよしトロ二次が、丸の「耳義郎」という

クラブと如っγ二いきさつで寸か、知って薇も抑二一昇味宅希ったわけで1ノなくノlL

とろベレー都∴野球部などの薗擢上目とつ嘩やり下せ1二↓①でした。句碑に入っても

在んとこなくこのクラr工人っ㌫わけT、九一二対il喪1号など・といラもの且巻く田

本には頼りませんでIr：0－耳の劇も二年のはじめもたた‘クラブ、に易萌せおくだ

けでl「。

ヤが1こ草照－席寄掛と紫入ると枚打法次の丈正一細術、あ否めIこめだって

清見づ、りてきま寸。喀各部も女夜祭の－カ唱和こ水仙の疎放ノ釦とんかの梗ノア

ネと才の夜番、互．苗っ上面吐痩放す二とiこしユ「上㍉丸紅掛め目吐生物覇入

1コににわ、拝の棚五ヾ十センチはとに育つ仁ア未乙斉や水、山の喝．束の

獲．水裁療伺戎玖抑亀崎の貼り威せ出し，日竣土星い守る与がああの勘眞仁侠わ

れい丁こ。浄Iこ．九の上で・奴の赦すが寮！のろプロ、ノカ人の氷埼穂に大礼が牒ま



－－－－．－

リ．文叱糸と過ぎても盆文のデか． 弄日次さ’jL7こ。

冬美の変にも巌の色が見えはめると・且路孝錦か． 柾が．1くなる三尊まグら，

クラブ、且宮のバトン叉汲され足il嘗荷で沓負わ㌫机∵P目頭汗に放り自ら

小まで是み11、やってし）もカ、っに仁節に千瑚どらま「仁。 ケ鼻もどうぼって＝るか

わかりませ／し。 匂外はあまり‘1二も卦に京劇眈すぎたので寸㍉Lかつ働滝，あの「

称号」甘夏「． 瞬碑ノ推せ祖実る一番かゼ知ったの′で・す。 一日目、効乳正戴壌定子廿で

見守る一を伊七知っrこのです。 確かIl垣哀ヒし、う、∠土ヒの喝里で素朴で、すぐ喪か・一つ

く・い＼わけにはいきせん。 毎日氷を放き． 臍に鮭轟音つビ1二し一一一一一一潤

や針．伝教掃ともって乾けなけれIi・題l）ま壮ん。

女夜祭の癖帝と貫っf二生薬力＼ら． つぼみとつけr二と、，ラ薦し髪並碩よく1巨し

苛みrこちの守がヽ竹7二岳が膿くでわっは心に或壌LlL）るこヒヒ秀丸々と本号I二う丸

～く忍います㍉至＝トの手で頂「トか喜び受つし載塩如っ仁和で寸ヾ、二の経験畔浄

泉とんぼに叔且つ小火ませノし。 泉与良吐もつと冤繋lたプラで立澤とす二． 1上

目lので． す0．

号政の小三、－度釦ま本，1K仏に武っ1アネモネが庚らしい尊く腺小い泉の日付

lの姥に耳lてし1J寸。 jlなくもせノし力＼むなし、みの赦せみ牲てく来るでつよう。

ある日の観。 群

三年五枚

ヰ　瀬　音　鷹

六耳十百ノ丸腰巨． 日照日日）命㌧エアと温め1鈍の右側のかヲ大尽に東上． ヤ

モリ老教具ノズ汀功注じっと止まってノ芝上、けど左右に動力、して＝る。賓のうごかし・

音吐ノ長いおわの庁カと持って疎放と作るあの格埠と似てLj為。 てこ九光と求め

てや1て束て乃≠ラスに示．っカ＼って「はて′へ人指も一刀が・あ台五ノ」と風つている

か知らなし＝†丸で、ウロソロして＝ろ「ダー」が．寸ぐそぼに束上ので． 二九七簡

単に碑再びどうやらくわえγこところは鯛であっ仁らlt＼。 「小一」の才は「と1っ

†二」とはカ＼りにべクペソと動く。Ytりのす凋これ言†こ巧みにタイミンγ甘ふわ

Cl少上すつのみ二心でいく。 11てこれ潅ぐとうとうのみ二心でlよった。 す

見るよはヰその後の車に壌宅が炉っ上のが頂九る． 彗才（か．・おそらく丸のみ

二大だ「が、」であろ1J耳lて． 二・三匹錘）のよう故虫と会ってかき． あげ辛。

日時専ケ布、。又∫∫缶、放す、・ノト音わヾするので見ろヒノ打二束てし、て衝やり



しヤア）

あっていた。 イオtから斜め下3β及塩のガ「でとよ「てし）る六，主なtJJのよニナ定

盤恵存易い勧め左前厳． 有線痕と爽‘且にゆっくり南風。 ての瑚鬼は蔵本よ，「

三外の二」乾すだけゆっくり動かしている。 そして村裡賠観に入っ上のて． あろう．

酎二もとまうめすぼ． やさて．－湖、ぇてしまった。窒息のがクスあてものすごいスピー

ドであ㊨。 ‥干して・その彼・子のすぐ虚くで． ケ㌻正Pかエ庄虫とペクつさ㍉イ本心

でいる暗／／頻用在欧，呼吸の可薮と討ってみますヒ、和の嬢の巧′二回日

はJ2軋初めは二回ぐらいて・多く教えたような感じが11㌧のでl，またう∵針壇ビ

みてヰ持しユ寸ヒケ右肩3巧′備考の鋸各エリーも、々おそし）粗泉、足の葛動も

ヒユ・「動こうとしはし，ので∴朝恩て打けなためガ、ラ大戸とはげ、しく動かし遭い

はらってしまっ上。

／ノ』等／∫永。

′＼一Vへ√「√＼∴㌧（VrJ「′ヽ′ヽ（√V＼／ヽハし「／ヽノへ（ル→し｛Lへ′へ．へへ′ヽ一ヽノ㌧ヘノ「／ヽ一

「　一 ズ　丁　半、烏

＝卑五療且
楠田笛久

∴∴十∵十‘－∵′∴干、／‥二∴∴二、：∴、∴∴＿∴‾㍉∵∵

私が大患l二人つてから三蔵はどすオミズ、ブギ鳥と飼育した。 残冬なからしl蓄膿

鰐育了已軟と取っ1「江も＼っ上のでみ丘さんにくJ白く知り「目しらうことができな

い。ゝそれで因埠等て’礪べたここと托しておきます。

丘おふ姥でオ1「ミス∵「ぞドりの綻び． まわっている附皿には黒か夢LHいち；「オミ

ズナギトリ止神の烏だ． 宣ことし、う住銀が． ザLlと覆いま∵㌻。 ニそ訳」二二の杏の蜜娘

性のほとんどが小さ駐柾れ小轟であることカ＼らLlうん庄涙顔政が潟蚤i二出てし－る

ようです。

その失敬談等，式守の均止中立水鳥として環礁布く弱ヾてみよしr二．

◇外相盾音且・rミキγギド年科

礪上と材鼠く′‘水と左ぐように展′六、のてこの名がフけちれた。

◇令布日本堤藩で同科の鳥瞳牛馬ノl謹確

（おおみγ古きどり・みず’訂ぎこ、リ・あカ＼あL． はし＝」う、lよしぼ－

1′お産が－′はら・あ庄半． リ，ミ＼るまかもめ、せぐうみず甘さ1ど

り）がみられるが∴Tオミ右手で上りがもっとも多く，三貫萄亡君

二七かえし－∫



（すり

手原． 尖る市）、様普蒔く蓮栗亀果． 六蜃潮「）転二庄‘しめ、太平澤

田未森両岸の亀に貴慮姥が． ある。

◇からだの＼もめよソひとまわり大さく． 頭部こ顔は匂くて． 多数の． 埠電路が

ある。 笥魯珪黒鵡色で． 羽級は凍色、尾羽もか． っ巴だが外側のもの

－は患部だけ短く′級、部は会部首い。
車宮田の専任ので母乳吐ブナベ

ンl二什毒し． 鷲玖l二庄「てし）る）軍産33センチ内外、

◇硬度と槽凰ふた’人は且＝沖の海上にすむが展と作る′のは最上r∴東大毎や人瀞

か・少ない爵て敦薗する∴瞳腔に象まるのは3円はじめカ、らて∴7竣車

に虚逢えβへJβセンナ、、濃ユ！
（ノ2メートIレしあ台緯なせ庇っ

て穴轟至高とする。 ムごろに有ると斑の照に放、枚、単五亡と

〇二、　サ

少し敢し－て星生と。 L t濱ヅ日射PさIi＼「う一再畑十度も。

昼㈲海上ピ煎び丘がら打ノし　イ　ワシ． トビウ牙． イガ苺どと′噂し・

みつけると． ず、7㌦／ど月計やIこもく、・つてつかまえる、．

◇祭壇腔として天然紀各碑に薦鼓三才tてLlるところ・

岩手聴谷る詣三雲蒔． 火璃軋砿甘酢に前野人為． 京都舟覇鏡滴局壌

岳縁県知夫創面ノ轟． 萄朕県嘲苫胡中村押ノ島。

が
Y



（∫ノ〕

シュ．ミ、リト　博士　の　愚　息

女　　壌

本囁挟瑞恵三十一専一珂五官碧喝の奄葵甘木果忽会億長の東

夷吉環が堅物顧塔会確固蕗宙として頗威して下さったのであ

るが，破河東が洛行三丸めままtしまいこんで劇‾尉れ紺幕看

官藍にレて末た失礼とお髭か． すると東に今＼回オIjエγス線上

に塔頭レ． 故人の畳に袴、がたりと患います0

官軍書式珪木魚出方で若しJ痔から沸上の盲命希の垂魚として

窟遅三水． 碑封の士と、あると束に萄エの丈叱釣の所定にも冬

カニ粛∴又一面轟黄の窃器に粛しても隣り互い変葛と漉いて

みられましたク

威頗ノ灸舶底止呼物館勤番▼史鮭缶鮭大寒分、鍵最喝奄美珂者

伸展として塵肺後攻栗剋套患勅願引生魚芝耳呆奄具え化会磯

濠として癖j二♂文化風梁に数々の東最とあずろ某′、ヌ、藍翠や

ノ新宅にも痺粗星定、、でしろ水に本領農のた♂に拓和三三丁二卑

五丹十大8、． 天丁一こ如庵零されl番兵勿飯葛た）乞環かレ

めた。 二二に故人の軍属狂． 卸祈りし．この扉の前書とし阜㌻

（穴． 野）。

去る助二卑蛛最か奄美大身rこ考慮の二人と盟えた皐であった0－人

虻艶下の行や．一人放漫句末Ll回の吐昇】狩博物単為ピー・ター・：／ユミッ

ト滞士の末寺である。

号．時′息吐新頭語考の傍ら「骨人海」こ嘗う珂珂東芝ノ剰干してLjたがL

孝壊七多重波のタドへ、∴LL，酷醇・且訳で、‾将士宅宿命末原水館に討ねた。

坪士珪モスクワ．釘五八号腰専部の放殿で∴項赦アカデミーだ賓までよし

ていた硬草の士ぐ、．のす回乾に風じておられた。

1玖鹿の穴巌の呵珪壷輔や事見方園で准東された‾こ惑う着座勤放物やノ



Lr⊥1

船客衷晶で一石上こ・如何にも希単為らしり希釘乳とっくっ’こいた。

埼士瞳耳門の藷に触れる覇に． 束が新頭首乙名であるというた功かノ缶

入りに砥危書放下の紹介扶や，照展方南の朝飯寵． 喝飯石とど承して． 日

か止専ら動凪勅の痢友好患Iこ見たので∴放濾拇廻密的竜国正ビ廠屋もざ

Ll－号を級リ渡し令喝して大いに沫昭に方わら水r二0私法会軋乳にし

ていも4、っrこので、．
却って将士の絃凌ぎ恩の善に怒った盤であった。 お

そらく日本の匂老幼から膏、里村庄子汐こ痩けて紳度凰奴になフてる． ら礼

たのであろう3－

1払庄あくまでも世界的客濱どしての先生に専攻と．
渡那正二の1枚∴撮

免の足と二塗ばノAL痢鼻常に最新あるのみて地「恵は首い′どうかそういう

ことを乳にヱ兆すIこ，呵か御感栗の〆，鵡謀りこ紺かして頂け歌ぼ光環で

ある号と申し上げ羊蹄が．
絡まは骨、，て八療次のよう狂こと芭諮られ上

「一転駁奄夷人身に果て本音に軋）た。 それ妓動呼物の痩劇、が糞窟t．

世界の家格l二部舟二九1いない教祖か密、、二と。 雪氷らのか布放亀か一

夜査疎放り方と京LltJることに対する尊皇だ。

二転は昏1ててダーが乙か－1レ′、赦して神橋甘栗味と尽しrこか、． 奄東大

毎はその艇で経ない・とても泉崎らしい8足の腔珪亀会妹が世帯の痺

吻飽とある。 私撰の草間に更に追風され． また書き攻のれまけ丸貯

臥うぬ重くの政市に六‘「町っ千二。 そしてマタげスけ一ル火上に：六吸

と義庵疲き席代E証明するものが轟及する亡の泉竣老女けたのでノ比

の次竺′良俵肴な草政教名芝前屈してニケ卑舷の針象で、来す、姥敬礼

泉．
雇・洋江と∵基本的註珂題と應こ盈埠に剥ヾて身にl）ピ思っている。 ヨ

丸にしてしこう吉っ丁こ督風泉乾に育くま氷ている島の人々仕，人気

喝にも凌席なもの監希ってし）るでlあろうこと巳甘み珪石漫信する。 自重

三水にし）－‥一一一一一云々」こ．

そう、）う方南∴素人の私とlあるか∴碑主のことばに鼻孔ザけら九・六

′
竺瓦覇者の火が旭①寸にホウ＼と組え合志01巳と∵うすることも出東庄

かつ仁一

賞！
こ血圧鍍放って再士の義曳¢藩ねだりした所が． 、者んて’承蕗して下

ユー，て三月虜に仏範面詰でr養毛八島の汽風」と育ち鬼の論文叉埼セて



＼JJ二・

下さった。 金帯正夫丘の斡碇と板天の三台教授l二派してもら「て達誌了．

粁穴諒」の’ト、リ78臣節〔上のであ1た． 『幸に伏尽してあった酵工の葛

も人の耳鼻や′三崎ぐ積載鶉豆哉果実で曝失してしまっr二二と庄域に席

しみ．ても余りあることごある．

㌘才はりも碍工の両夜の末缶とは旺一人だ受の枚の珂陳梼努と叔ま勘こ

はわれない． 滞用筆痕から甘え草食． 天東亜厳． 終承． 在虻か赦日－1ヒ

載悪の亨鳥と経重しrこか、、一輝泉膿これからまた入手と腸、つ1珂終軒瓦

文化の東泉． 大根奇適のヰ加と孝謡に苛与する斜塔の恩漢が六、、才こ割線

で仕るであろう。

里礪泉水1三千年ノ稗王度会であるづ＼∴不和軋粗蛙＝つまでも息の私

し）出の中に生きて、）る。（学者奄美す東和ヒ公解長〕

三　二
楠田者久

生物即の部長． （増水がチョウで奇リ朝の男達きっての格・青年である。 患味

泉壊在朝であっても接が乗るとまるで妙頑でオアシ入社凝つけたように和泉あLl

あUと亙るから本選談であわ。

有田東三年

．
蔓大正lL切符ち主‾プラγでえ囲ヰ入来の作東かlあるとまっ先主かけつけ． 反

軍思Iはて’沓ヵ、う葛餅の軋文化祭の哀腐食の粛瘍陶のスー70（師部したもの，）を

五人両虎（？）あべたっげ．

天爵正1貴三年

目つも／タ世乾里の百歓河＿車老泉田フそ七五線にももう少し醇か、っくくくわ

と満つ手にもかが入ると老う。 せ柾に対してはつねにや上しく′ア・ソ正子Lr：人

材である。



＼j‾‘t．＼

池討春秋一三卑

可毅、，租に似、合わダ意外と度的方ヾある。 京L壌正しさヒ文隻の芙し三はクラブ憂風

一丁あり． クラブ悪心ははか＼1こ桝と卑吉し－マ

清正末代

プラノ、、塙動に護よりも椀か釘て貫鋭． 鎗∴うり日ソ材事に＿単純怠ようで先々の吾ま

で考えている密上代る人． 季東役も京1先輩ヒL． て野星一部の格虐、と盈くからやさし

く一夏っめてくれるだろう。

卑都子

丈がネ・とかサー†少し並よりが臣）慮じ王事． 轟してみると尿外にしゃべり・メ

が木の項でヤさlく考－1く承る。 いつも二コこコ丸凄＿のすること」L象くから一晃

っめているよう在席半の人

垣回せ与

厳廿の敬する富貴の一端々iつ】つもェーモアが渡っている。 男軌村六一7。 とっく・ら

せ1こら釘真一朝一ノ日や入局－、耳軒が足りすいこ腋が各ラるらlく轟の光恥㌢白＼）

こ＼）フて大工わき、した。

萄・渡． 塔・果こ年

J町葺部の一群長だけあって叙⑦二となら威せによかしておけ奇。 名前β、らし上

肢に芙しく嘆かせ台東賓があるこ麿われる． （訪ソトラ刀／ヲ手

車睦べ三年

生物． 園芸都¢耳属席亭一一頭芋の敦かヒ草が大衆よく奴てりるl現は似てLl荘

い．1力＼（正かなかの沓耳鼻で易る． Jゥをヌ八卦の山嵐蛙、圧こんと知ってり

るとつ暫う．

ヰ碗一名凛三年

モ：rりlア‘のJう五「江そ、の教箕」とたたえ． 々骨庄判断のも・こて肝動と＝ノ

居展のあける男rある、

久野1窒ス

土塀好のオブ’ザ‘「八一打て更イヒ爵肺刀にjヮビリ巧Hプレ」や何か＼行事やある

府は吐ず通有Lハツスlレ手る。 生厳粛イヤ朝来の務りとすらマラソンの疋形選手



て庚‥あけ

森田塵疎三軍

ノミも載こね頑ヒしてネコビ解剖するん仁からいたって冷酷蘇二人である，，l

か「食・鮭には大理やこlい． （がムtくれた・へ、ノ＼、′＼．

ネ、島恵久三年

ス訂－ツ左する人だけあってリっは0庄体瀞とし∴圧かごら万、であっエリ日昌蛸

の良い尤鼠である，えイヒ掛のとき仕手表見と共に息のはくせい作りに酸とふう

ったて

衷珂後者三年一

いつも軒乃＼ぎ荷乾し．

－まじのて破婚宜ことで吐盈醇が・考いる。 二′L盲．顔たか∵丈軋

風の埼庄ズコと解剖し、、’が）／コフノ′さぞみとた。 「軒でも軒象イ亘こめ謀ろ一一」

のカえであろう。 又′一哉放鍍－の一朝は夜のキi二よる礼のぞ・ああ。

（総評）

生紡蹄の寒風臭蛙、ア、ソサリlてはがらか駁軒． 受町結虹に萄み㌧何事－∵㌃簿

立身狂奇であり． 欠臭はさjっがi人間がぬけて＝るここである。 寄生鮭はコL． t′コ

、ソと砺東軍lLだが一軒生徒は薇、行や登山を二のみ・男手諮るとこ、リノリこと言∴

え努々そろって濠勝山の日こし）の堵姉にJ盤台b

こと＼

後　輩　→＼

一孝頂醇と泣∴・かっての青lみと喝虜する府でめる、

平壌一昔虜

サけサケ元鼠にザlT′超え牟上と何、）て客軍産昌

一ユニJご∴一：・一・一・J三一二・．・・・・・・・、・

．
〝、・、日． Jt．



ほ． ）

貴官ヒノ樺っ㍗町営も東萩しよう。

観呵妙寺

』み誰〟地々／／拠れ血㌣㌧誘是アラバ′横のよう説‘リフ鵬大師こ庄

九

、、． 号＿・♂、

「奮濱！ 栗源」

瓦美：技手

何事にも監守する大庄美し日

ヰ鼻落手

教滞富者邪凛圧缶E恵、塙と衷みよ1いす姐葛LL渡歩の田だみう

故国寄歌

人まよ卑痺芝と聴け、ば地感より大崎ビ檎くi渚し日南線∴え

（醇茶に爛れ′ノ勅封秀次

人生・ク「玖ペコペコセ若、コセコセ虹スlkJノドンノ、ソ：スlレシ／ティコウ「薗本尊

より」希珂喪

まあ慮．誉にやりたまえ＿大村正丸

森思う、百本の田町と売威するCころに争ありと．

ス＿野一登∵久

克　登　｛＼
′票ゝL．．＼一一′、．．．．＿ノーー‘
ヽ、．．．＿

こ．．

‾‘「「っ一丁＿＿＿＿

ゝ一一一〆ふ一′・ノー一㌦1－㌦－鴫一軒
、－．－．一一・・一．‾ヽ． ＿＿一一一一・・’‘’

喝　魯一章　与

C一　年）

LJつでも夢ヒ．／

古人で’も蜃験、。

頭竜蜃丞二二二

賓Lく貴ぶここころに人生のヰあり。

落　須　衆　力二

項　確　実老子



しJ／ノ

う教後まで有賓と縛て希‾田貫．

：与
｛ニ車）

友に薗すう大喝に貰って下こし1

生野収手

盛卦と昏らの芝と良く肯定する‾恵志と椅て

鐸ヰペ一考

宙外で包みかヾ濱弟う、イ／っまり笥得色錬って生きて行け

t罫姥与▼

荷軍にも登甘富永とノ時って篠レ郷土と亙れ払い大I二はって下さい

大夏． 患一手

しあわせと粛んて下さい． あ克礼で。

巌． 野：礼． 子－

どうでも苗木

面藤吉

「葡一箪」

一軒森泉二着

と患生育より）

嘗古顔のすすでりェクモュウサブ）の恵放きノノ＼育男のンイ（イタンFl）カ且l

さ．泉く窒ヱエ牙リ工／八の与尊大二野卑．

八

番のクラブ者劫庄オリエン久の患巧で一フのピーク老上軋えるようだ。

骨Iみと音駅と智仔． カ監載る、

大事を青嵐の一歩だ’。

蘭慶一華



（吉の

一・一・一‾．

急㌔却
言已　／ヲメタ

サ宵ノ3日′外皆劇東都のタフ7、一集叡

／∫均一、・新入ま∴義招かれ敷最速濯！ ∵ついて蒜しあうJ

／日ノ殊菜風見落石粛°

与・巧／7日卑勝山仁て（拉力疎射

J∂甲0只ノ「芭ル㌧3日7号）功私見u

占鍔ノ3日二六ノげェノレ朱貰＿「虻DC大き）

ノ∫甘イモリの透宝実験のた♂切石まlへ辻狂． す（軍教範敢）一

23月生物密裟朝の濱教（凄産物歌集官選争「〔Hやう層しあい）

Zr甘孝之互＝弓の事札束ううあわせ（32名）

コか8笠鉦一国（巌養液永野〕

7好ノクす尊藤山登山（皇灸「

スβ首席耳天啓の打工か耳円の乾生泉軋． 甘工酢の頭憾夜してもらう．

ユタ日かエJレ麻集（泰匂澄「の同人ぽっいせる－）

紺23貯体育界

2古一庁害軋（20男）仇敵藩と痩けた凰腰め経産（／』通日

／カ月こ〕巧

／ク打

ノノぎ笥

ノ余白

／ノ抒・7百

才打

ヲ巧

ノ二1首

／ウL司

／‘．丁目

／ム苗

／2月24日

／07ti

真也掛率埼①ため焦各

壕一線山農山　Cや与）

カ工ノレ　／リケンイモリ廉廉（甘与）
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